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1. 2023年5月期第1四半期の業績（2022年6月1日～2022年8月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年5月期第1四半期 7,701 23.4 1,265 23.3 1,172 26.6 927 45.8

2022年5月期第1四半期 6,243 △27.0 1,026 △5.4 926 △7.3 636 △9.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年5月期第1四半期 27.03 26.72

2022年5月期第1四半期 18.48 18.27

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年5月期第1四半期 26,810 8,119 30.0

2022年5月期 28,714 7,292 25.1

（参考）自己資本 2023年5月期第1四半期 8,029百万円 2022年5月期 7,201百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年5月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

2023年5月期 ―

2023年5月期（予想） 0.00 ― 2.00 2.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 5月期の業績予想（2022年 6月 1日～2023年 5月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,129 19.4 2,215 4.2 1,741 3.0 1,309 15.3 38.17

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年5月期1Q 35,417,915 株 2022年5月期 35,417,915 株

② 期末自己株式数 2023年5月期1Q 930,040 株 2022年5月期 729,760 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年5月期1Q 34,316,466 株 2022年5月期1Q 34,425,756 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、緩やかに持ち直しております。

個人消費は、緩やかに持ち直しております。「家計調査」では、実質消費支出（４～６月期平均）が前期比2.0％

増となった他、名目小売業販売額（７月）は前月比0.8％増となっております。設備投資は、持ち直しの動きがみら

れます。法人企業統計季報の2022年４～６月期の全産業（金融業、保険業を除く）の設備投資は、前期比3.9％増と

なっております。また、民間設備投資の先行指標である機械受注（船舶・電力を除く民需）（７月）は、前月比

5.3％増と２ヶ月連続での増加となっております。輸出は概ね横這いでの推移となっております。輸出数量指数（８

月）は、前月比0.7％減となりましたが、前月までは10ヶ月連続で前月水準を上回る状況が続いておりました。輸入

については、持ち直しの動きがみられます。輸入数量指数（８月）は、前月比1.5％増となり、８ヶ月連続で前月水

準を上回っております。

当社が属する不動産業界においては、やや弱含みでの動きとなっております。先行指標となる新設住宅着工戸数の

季節調整済み年率換算値は、７月が825千戸と前月比2.4％減となり、先月の増加から再びの減少となりました。ま

た、首都圏マンションの初月契約率については、８月が62.0％となり、６月以降は好不況の分かれ目とされる70％を

下回る水準で推移しております。

このような状況の中、当社は、新規物件の取得や保有物件の売却を進めてまいりました。この結果、売上高は

7,701百万円（前年同四半期比23.4％増）、営業利益1,265百万円（同23.3％増）、経常利益1,172百万円（同26.6％

増）、四半期純利益927百万円（同45.8％増）となりました。

当第１四半期累計期間におけるセグメントの経営成績は、次のとおりであります。

（分譲開発事業）

分譲開発事業では、販売物件がありませんでしたので、売上高はゼロとなりました（前年同四半期は220百万

円）。一方、売却済の物件に係る追加工事費用が発生したことから、セグメント利益は△３百万円（前年同四半期は

13百万円）となりました。

（賃貸開発事業）

賃貸開発事業では、首都圏を中心に用地取得から賃貸マンションの企画・建築・販売を行っており、富士見プロジ

ェクト、大塚２プロジェクト及び高円寺南プロジェクト等の７物件を売却いたしました。この結果、売上高は5,547

百万円（同24.1％増）、セグメント利益は1,237百万円（同14.6％増）となりました。

（バリューアップ事業）

バリューアップ事業では、中古の収益ビルを購入し、外観や設備が経年劣化した不動産に対して効率的に改修を行

うことで、既存の建物の付加価値を高めた上で売却しており、水道町プロジェクト、代沢プロジェクト及び原町２プ

ロジェクトの５物件を売却いたしました。この結果、売上高は2,153百万円（同38.6％増）、セグメント利益は342百

万円（同74.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末における資産は、前事業年度末から1,903百万円減少し、26,810百万円となりました。負

債につきましては、前事業年度末から2,730百万円減少し、18,691百万円となりました。また、純資産につきまして

は、前事業年度末から827百万円増加し、8,119百万円となりました。前事業年度末からの主な変動要因は、以下のと

おりであります。

資産につきましては、保有物件の売却を積極的に進めた結果、販売用不動産と仕掛販売用不動産が合わせて3,014

百万円減少したことによるものであります。一方、物件売却を推進したことから、現金及び預金は1,179百万円増加

しております。

負債につきましては、保有物件の売却を積極的に実施したことに伴い、借入金の返済が進んだことから、借入金が

2,703百万円減少したことによるものであります。また、純資産の増加の主な要因としましては、利益剰余金が858百

万円増加したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2022年７月11日付で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前事業年度
(2022年５月31日)

当第１四半期会計期間
(2022年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,703 5,882

売掛金 0 0

販売用不動産 9,142 6,845

仕掛販売用不動産 11,733 11,015

貯蔵品 4 3

その他 2,716 2,511

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 28,299 26,259

固定資産

有形固定資産 11 10

無形固定資産 3 3

投資その他の資産 398 537

固定資産合計 414 551

資産合計 28,714 26,810

負債の部

流動負債

買掛金 102 37

短期借入金 4,064 2,966

１年内返済予定の長期借入金 7,815 8,231

未払法人税等 319 408

引当金 28 106

その他 877 746

流動負債合計 13,207 12,496

固定負債

長期借入金 8,143 6,121

引当金 47 49

その他 23 23

固定負債合計 8,213 6,194

負債合計 21,421 18,691

純資産の部

株主資本

資本金 1,750 1,750

資本剰余金 772 772

利益剰余金 4,800 5,658

自己株式 △121 △151

株主資本合計 7,201 8,029

新株予約権 91 89

純資産合計 7,292 8,119

負債純資産合計 28,714 26,810

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自　2021年６月１日
　至　2021年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自　2022年６月１日

　至　2022年８月31日)

売上高 6,243 7,701

売上原価 4,797 5,956

売上総利益 1,445 1,745

販売費及び一般管理費 419 479

営業利益 1,026 1,265

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 4 0

為替差益 － 6

受取補償金 － 20

その他 0 5

営業外収益合計 5 32

営業外費用

支払利息 87 102

融資手数料 16 21

その他 1 0

営業外費用合計 106 124

経常利益 926 1,172

特別利益

新株予約権戻入益 － 1

固定資産売却益 － 1

特別利益合計 － 2

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税引前四半期純利益 926 1,175

法人税、住民税及び事業税 231 386

法人税等調整額 58 △138

法人税等合計 289 247

四半期純利益 636 927

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年７月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式200,000株の取得を行いました。この結果、当

第１四半期累計期間において自己株式が29百万円増加し、当第１四半期会計期間末において自己株式が151百万円

となっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価

算定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわた

って適用することといたしました。これによる四半期財務諸表への影響はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他 
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
損益計算書

計上額
（注）３

分譲開発
事業

賃貸開発
事業

バリューア
ップ事業

計

売上高

顧客との契約から生
じる収益

220 4,469 1,553 6,243 － 6,243 － 6,243

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 220 4,469 1,553 6,243 － 6,243 － 6,243

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 220 4,469 1,553 6,243 － 6,243 － 6,243

セグメント利益又は

損失（△）
13 1,080 196 1,289 △0 1,289 △263 1,026

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2021年６月１日　至　2021年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産業務受託事業

を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△263百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他 
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
損益計算書

計上額
（注）３

分譲開発
事業

賃貸開発
事業

バリューア
ップ事業

計

売上高

顧客との契約から生
じる収益

－ 5,547 2,153 7,701 － 7,701 － 7,701

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 － 5,547 2,153 7,701 － 7,701 － 7,701

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 － 5,547 2,153 7,701 － 7,701 － 7,701

セグメント利益又は

損失（△）
△3 1,237 342 1,577 － 1,577 △311 1,265

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2022年６月１日　至　2022年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産業務受託事業

を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△311百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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